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病害虫の予防＝健康野菜作り 

• 病気の区分 

• 生理障害・・・不健康が原因 → 改善可能 
• 水はけ、日焼け、肥料過多、連作など 

• 伝染病・・・・感染が原因 → 治癒＆再生困難 
• カビ、細菌、ウイルス 

 
• 害虫の区分 

•益虫・・・食物連鎖の上位 

•害虫・・・食物連鎖の下位 



生理障害 

抵抗力の減少 

日照不足・・徒長 

水はけ不良・・根ぐされ 

連作障害・・ネコブ病 

連作障害とは 

同じ野菜を連続して栽培する（連作）と、 

特定の養分や病原菌が蓄積がされるため、特定の病気や害虫が 

発生しやすくなる 



伝染性の病気 カビ系 

 

 
うどん粉病（カビ） 

キュウリ 

べと病（カビ） 

空気から感染 高温 乾燥 
９０％ 



伝染性の病気 細菌系 

青枯れ病 

トマト ナス 

土から感染  高温 高湿時 



伝染性の病気 ウイルス系 

モザイク病  

カボチャ キュウリ 

生物感染 高温 乾燥 

トマト 黄化葉巻病 



害虫 

•発生時期 

•気温２５℃を越えると活動活発化 

卵→幼虫→さなぎ→成虫 
 

•被害 
• 幼虫は、収穫物の葉や実を食害  

• 成虫は吸汁し、株を弱らせる 

 ウイルスや菌を媒介する 



成虫 ウイルスを媒介する 

コナジラミ 

アブラムシ ハダニ 

幼虫 



幼虫  葉を食害 

アオムシ ヨトウムシ 

食欲旺盛 

あっと言う間に丸坊主 



害虫の種類 

コガネムシ アワノメイガ 



害虫の種類 

ウリバエ アザミウマ 



害虫の種類 

コナガ ハモグリバエ 



病害虫対策 

• 基本・・・農薬の使用  

• 正しい使い方を知る・・・量・回数・時期 

• 予防的な使い方 

 

• 応用・・・農薬以外の活用  

• 物理的対応  ベタ掛け トンネル  

• 品種 益虫 コンパニオンプランツ 

総合的な防除 



農薬の正しい使用法 重要 

 

 

 

 

 •野菜名・・・・・・・・・・・・トマト、ナス、キュウリ 
•害虫名又は病名・・・・・・アブラムシ、ベト病 

 
•1回当りの使用量・・・・・量（２ｇ/株） 濃度（1000倍） 
•作物当りの使用回数・・総量（３回まで） 
•収穫までの日数・・・・・・残留濃度（収穫の7日前まで） 

農薬ラベル記載事項 記載例 

殺虫剤 ⇒ 害虫用 殺菌剤 ⇒ 伝染病用 



農薬の使用法  

殺虫剤 
オルトラン
粒剤 

殺虫剤 
トレボン 
液剤 

殺菌剤 
ダコニール
１０００ 

主な対象 アブラムシ アブラムシ ウドンコ病 

量（濃度） ２ｇ/株 1,000倍 1,000倍 

ナス・キュウリ 
回数 
収穫前日数 

 
最大１回 
７日前 

 
最大３回 
７日前 

 
最大３回 
７日前 

ミニトマト 
回数 
収穫前日数 

 
最大１回 
７日前 

 
最大１回 
７日前 

 
最大１回 
７日前 

 

 

 

 

 

重要 



噴霧のポイント 

周辺の環境に注意し 

自分を守る 



散布器 

蓄圧式散布器 （大型） 

 ２~３回ポンプし、内圧をかける  

蓄圧式散布器 （小型） 

１～３回ポンプし、内圧をかける 

片手スプレー式 

 レバーを引く 

用途を確認し、散布してください 

薬品のセットは農園で行います 

殺菌 

殺虫 

木酢液 



農薬の使用法 
 

 

スィートコーン 

アワノメイガ 対策 

「三明ベナポン粒剤５」 

 

 

 
１回目  

 雄穂抽出時   

２回目  

 雌穂（錦糸）抽出時 

 収穫２１日前まで 

 

６ｇ／㎡ 



重要 農薬の使用法  

殺虫剤 
ベナポン 
粒剤５ 

対象 アワノメイガ 

量（濃度） ６ｇ/㎡ 

トウモロコシ 
回数 
収穫前日数 

 
最大２回 
２１日前 

 

 

 

 

 


